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１．概要（Summary） 
本研究は、雰囲気制御型切削試験機を用いて鋼を切

削し、そこで生成した新生面と接触したときのグリースの

分解挙動に対する添加剤および基油の影響について検

討している。今回、各種のグリースで得られた水素発生量

と切削によって生じた加工面形状との関係を調べるため、

その表面粗さを計測した。 
 
２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
レーザー式三次元形状測定器（三鷹光器社製, NH-

3N） 
 
【実験方法】 

上記装置を用いて切削面の表面粗さを測定した。測定

は切削方向に直角な方向とし、算術平均粗さ、最大高さ、

十点平均粗さを求めた。 
 
３．結果と考察（Results and Discussion） 

各種の添加剤を使用した従来の検討で、潤滑性に関

係すると予想した切削面の算術平均粗さと水素発生量

の間に、ある程度の相関性が認められている。そこで今

回、添加剤ばかりでなく基油を変化させたグリースを使用

した切削実験で求めた水素発生量の相対値と切削によ

って生じた加工面の算術平均粗さとの関係を調べた。 
算術平均粗さの場合に求めた関係を Fig. 1 に示す。

この結果を見ると、両者の序列がほぼ対応し、添加剤ば

かりでなく基油を変化させたグリースの場合も、両者の間

にはある程度の相関性が認められることがわかった。しか

しながら、最大高さや十点平均粗さではそうした相関性が

乏しく、潤滑性に関連する表面積の大きさと水素発生量

との間の関係については、今後さらなる検討が必要と判

断される。 
 

 
Fig. 1 Relationship between relative hydrogen 

generation amount and surface roughness. 
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